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「終戦後の日本国民を飢えと寒さから救った」と言われる、
『ララ基金』とは・・・

大戦後、日本全国で食料をはじめ、あらゆる物資が不足して、国民は
激しい困窮状態に陥っていました。餓死者が月に数十人という町もあっ
たのです。

そこに、アメリカから『ララ』（Licensed Agencies for Relief in Asia）の
名前で、食料・医薬品・衣料・学用品などの大量の救援物資が日本に贈
られました。 『ララ物資』は、まず横浜港に全て運ばれて、そこから
日本政府に引き渡され全国へと送られました。この支援物資を受け取っ
たのは、実に約 1400万人。
（当時の日本の総人口の約 15%、つまり 6人に 1人です。）

この『ララ物資』は「善意のアメリカ人からの寄附による支援物資だ」
と記憶している方々が大半ではないでしょうか。宗教団体や慈善団体な
どアメリカ人の善意によって集められた支援物資だと言われてきました。

でも、実際は、海外に移民していた日本人とその子孫である日系人が、
終戦直後のニューヨークから動き始め、ラテンアメリカ各国の日本人・
日系人の間で広がっていった活動だったのです。（当時の GHQ は、この
事実を隠してました。）

『敵性国民』として強制収容されていた日本人・日系人たちが、祖国へ
の支援物資を送る為に奔走して『ララ物資』が実現したのです。祖国を
離れて移民として暮らす日本人、そして日系人の多くの方々が、母国の
為に尽力して下さったことは、とてもありがたいですね。時代を超えて
も、こどもたちを健やかに成長させてあげたいという願いは変わらない
のだと思います。
支援物資を使った給食の始まりは１２月２４日でしたが、年末でした

ので、１月２４日が「給食（再開）記念日」となりました。

給食週間には、給食室に展示をします。

①パネル：日本における給食の始まりとその歴史
⇒最初に、給食を始めたのは、いつ、どこでかな？

②展示：給食の今と昔
⇒はじめのころの給食って、どんな内容だったのかな？

③展示：熊本でも地域によって、特色ある給食があります。

★この期間の献立は、「九州の郷土料理」だそうです。楽しみですね！


